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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物翻訳開始因子4E結合タンパク質1（EIF4EBP1）ホモサピエンス この遺伝子は、翻訳抑制タンパク質ファミリーの一員をコードしています。このタンパク質は、40SリボソームサブユニットをmRNAの5'末端にリクルートする多サブユニット複合体の制限因子である真核生物翻訳開始因子4E（eIF4E）と直接相互作用します。このタンパク質とeIF4Eの相互作用は、複合体の組み立てを阻害し、翻訳を抑制します。このタンパク質は、紫外線照射やインスリンシグナル伝達などの様々なシグナルに応答してリン酸化され、eIF4Eから解離してmRNAの翻訳を活性化します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：eIF4EのeIF4F複合体への組み立てを阻害することで、eIF4Eの活性を制御します。ホルモン、成長因子、およびMAPキナーゼ経路を介してシグナルを送るその他の刺激によるタンパク質翻訳の調節を媒介する。,PTM：インスリン、EGF、およびPDGFに応答してセリンおよびスレオニン残基がリン酸化される。DNA損傷（おそらくATMまたはATRによる）時にリン酸化される。,類似性：eIF4E結合タンパク質ファミリーに属する。,サブユニット：リン酸化されていないEIF4EBP1は、EIF4G1/EIF4G3と競合してEIF4Eと相互作用する。インスリン刺激によるMAPキナーゼ（MAPK1およびMAPK3）によるEIF4EBP1のリン酸化は複合体の解離を引き起こし、EIF4G1/EIF4G3が結合して翻訳を開始する。ラパマイシンは、FKBPを介したインスリン刺激を減弱させる可能性がある。,
	研究分野
	血管新生を制御する；インスリン受容体；mTOR；ErbB/HER；PI3K/Akt；AMPK
	画像データ
	

	4E-BP1（リン酸化Ser64）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	インスリン0.01U/mlを15分間処理したJurkat細胞のライセートを、4E-BP1（リン酸化Ser64）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

